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平成３０年度  御幸小学校 学校評価書 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

心身ともに健康で，よく考えて判断する力と自主的に行動するたくましい実践力をもち，誠実で思いやりがあり，豊かな心を

もった児童の育成を目指す。 

  ○ 素直で，思いやりのある子・・・やさしく  ○ 自ら考え，進んで学習する子・・・かしこく 

  ○ 健康で，ねばり強い子・・・・・たくましく 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

【めざす学校像】  ＜一人一人が いきいきと 輝く 御幸小＞ 

・ 子供たちが毎朝早く学校に行って，友達や先生と一緒になって，勉強や運動をしたいと思える学校 

・ 教職員が職場の仲間と一緒になって，子供たちのために実践と研修に励む学校 

・ 保護者や地域住民が一緒になって，地域の学校を誇りに思い，進んで手伝いたくなるような学校 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 
１ 豊かな心の育成（やさしく）  

 ① 安全な学校生活を送るためのきまりやマナーを守る意識を高める。 

 ② いじめのない学校を目指し，いじめの早期発見・解決に努める。 

 ③ 挨拶に対する意識向上を目指す。 

 ④ 時と場に応じた正しい言葉遣いを図る。 

 ⑤ 集団生活の中で話の聞き方の基本の習得を図る。 

２ 確かな学力の向上（かしこく） 

 ① 分かる授業，きめ細やかな指導の実践に努める。 

 ② 基礎学力の定着を図る。 

 ③ 主体的に学習に取り組む児童を育成する。 

 ④ 読書活動の積極的な推進を図り，読解力の向上を図る。 

３ 健康で安全な生活（たくましく） 

 ① 体を動かす心地よさを知り，運動への意識づけを図る。   ② 体力の向上を図る。 

 ③ 食へ意識・意欲を高める。                ④ 登下校の安全意識を高める。 

 

 

  
４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【学校運営】 

 ・ 学ぶことの楽しさが実感できる授業実践と授業力の向上を目指すとともに，道徳教育を通して，豊かな心と自主性を育 

   む教育の推進に努める。 

 ・ 行事の精選や諸計画の見直し，業務の適正化を図り，児童と向き合う時間や教師の研修時間の確保に努め，より良い学 

   級経営，教科経営の推進を図る。 

 ○ 家庭や地域，鬼怒地域学校園との連携を深め，地域人材の支援を得た体験活動を重視し，未来に向かって力強く頑張ろ 

   うとする意欲に満ちた児童を育成する。 

【学習指導】 

 ・ わかる授業，きめ細やかな指導を通して，基礎的・基本的な学力の定着を図る。 

・ 主体的に学習に取り組む児童を育成する。 

・ 読解力向上のために，読書活動の積極的な推進を図る。 

【児童生徒指導）】 

 ・ きまりを守り，あいさつや正しい言葉づかいができる児童を育成する。 

・ 豊かな心（やさしさ）を持った児童を育成する。 

【健康（体力・保健・食・安全】 

 ・ 運動や健康に関心を持ち，自ら進んで体力を高めていこうとする児童を育成する。 

 ・ 教科体育や教科外体育を通して，体力・技能の向上を目指す。 

 ・ 給食を中心に食育を推進し，食を大切にする心を育成する。 

 ・ 地域や関係機関の協力を得て，児童の安全確保に万全を期する。 
 

[鬼怒地域学校園教育ビジョン] 

 【テーマ】自立 ～よりよい判断をし，学習や学校生活に意欲をもって取り組む子供の育成～ 



- 2 - 

５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】 

①「私は今の学校が好きです」

⇒児童肯定的回答 90％以上 

  

②「学校全体に活気があり，明

るく生き生きとした雰囲気

である」 

⇒教職員肯定的回答 90％以上 

①互いのよさを認め合い，高め合 

 う学級づくりを推進する。 

・Q－U 調査を活用し，非承認群

の児童への個別指導を行い，児

童の所属意識を高める。 

 

・クラス共遊の時間を学級活動や

朝の会等での話合い活動に取り

入れ，月１回実施し，仲間づくり

を推進する。 

  

Ｂ 

【達成状況】 

・児童は 91.0％，教職員は 100％であり，とも

に指標を上回った。 

・児童への個別指導や，学級毎の取り組みが効 

果をあげたものと考えられる。 

【次年度の方針】 

・昨年度の肯定的回答率と比較しても安定的

に推移しており，引き続き今年度と同様の

取り組みを継続していく。 

Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】 

①「先生方は，大切なことを熱

心に指導してくれる」 

⇒児童肯定的回答 90％以上 

 

②「教員は協力し，児童のよい

ところを認め，教えるべきこ

とを熱心に指導している」 

⇒教職員肯定的回答 90％以上 

①「わかる」授業の継続指導 

 目標の板書の定着を図り，振り返

りでの児童の理解度をチェックす

る。 

 ・授業終末で，感想を述べたり，ま

とめの豆テストをしたりして，

児童の理解度を確認する。 

 ・宇小教研所属部会等での専門的

な情報を取り入れ，授業力向上の

ために，授業公開を計画的に行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童は 98.1％，教職員は 96.0％であり，と

もに指標を上回った。 

・意識的な理解度の確認とそれに基づく指導 

 が有効であったと考えられる。 

【次年度の方針】 

・児童の肯定的回答率は昨年と同様であるが，

教職員の自己評価が 4％低下している。微減

ではあるが，今年度の取り組みを意識的に

継続しつつ，来年度以降の推移を見守る必

要がある。 

Ａ３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守って安

全な学校生活をしている。 

【数値指標】 

①「児童は，授業と生活のきま

りやマナーを守って生活し

ている」 

⇒児童肯定的回答 85％以上 

①安全な学校生活を送るためにきま

りやマナーを守る意識を高める。 

・児童指導委員会を毎月の職員会議

の最後に開催する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は目標指標(85.0％)を

0.4％上回った。 

・児童指導委員会で日常における指導の問題

点を共有し，改善するための方策を検討し

た。 

・児童指導委員会を毎月職員会議の最後に開

催し，情報を共有した。 

【次年度の方針】 

・安全な学校生活のためのきまりやマナーを 

教職員で共通理解を図り，指導を統一する。 

・常時，指導について共有する場を設ける。 
Ａ４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】 

「先生方の授業は分かりや

すく，一人一人に丁寧に教え

てくれる」 

⇒児童肯定的回答 85％以上 

①教材研究を共有し，予測されるつ 

まずきへの支援の手立てを工夫し 

て，きめ細やかな指導の実践に努 

める。 

②個に応じた指導の充実を図り，一

人一人の達成感や成就感を高め

る。 

・レベルアップ教室の充実 

  時間の確保（週 2 回程度） 

  指導者を増やす 

  利用する児童の厳選・固定化 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答 97.2％と指標を上回った。 

・習熟度別少人数指導を 3 年生から６年生ま

で実施し，個に応じた指導に努めてきた。 

・一人一授業，ゲリラ研修を実施し，教職員の

授業力向上の研修を図ってきた。 

【次年度の方針】 

・レベルアップ教室の充実を図る。 
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Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

①「先生は，いじめが許されな

いことを熱心に指導してく

れる」 

⇒児童員肯定的回答 90％以上 

⇒教職員肯定的回答 90％以上 

 

②「学校は，いじめ対策を積極 

的に公表し，熱心に取り組ん

でいる。」 

⇒保護者肯定的回答 80％以上 

① いじめのない学校を目指し，い

じめの早期発見，早期解決に努

める。 

・年１回の授業参観で行われる道徳

の授業を全クラス「いじめ」をテーマ

に実施する。 

Ａ 

【達成状況】 

・児童，教職員，地域の肯定的回答が 90％以

上。保護者の肯定的回答も昨年に比べ上がっ

たが目標指数には 0.5％及ばなかった。 

・定期的ないじめの調査の実施，学年による情

報発信を行ってきたが，保護者の肯定的回答

が未だ目標指数まで達していない。 

【次年度の方針】 

・授業参観時に「いじめ防止」に関するテーマ

をとりあげる。 

・いじめゼロ月間で実施したことを学年だよ

りに記載し，情報発信を強化する。 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】 

①「学校の日課，授業，行事な

どは適切に実施されている」 

⇒保護者の肯定的回答 90％以上 

①学校行事の計画的な実践 

 ・体育館プールの工事の進捗状況

に合わせた着実な教科体育・特

別活動の時間履修ができるよう

にする。 

 ・外部団体を活用した交流授業を

充実させるように努める。 

  ※伝統文化交流（6 年） 

  ※クボタ工場（5 年） 

Ｂ 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答率は 94.4％であり，指 

標を上回った。 

・本年度は工事等で教育活動に制約があった

にもかかわらず，計画的な教育活動に心が

けた結果，高い肯定的回答率であった。 

【次年度の方針】 

・来年度は工事による制約がさらに大きくな

ることが予想されるので，教育課程につい

ては作成，実施ともにより計画的かつ柔軟

に対処する必要がある。 

Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】 

①「学校は，学校便りや学校公

開などで積極的に情報を発

信・提供している」 

⇒保護者肯定的回 90％以上 

⇒地域住民肯定的回答 90％以上 

①情報発信の内容の充実に努める。 

 ・ホームページの閲覧項目を再検

討し，学校・保護者・地域にとっ

て必要な情報公開を推進する。 

 ・学年だより等の内容を検討し，児

童の日常の活動の様子を伝える

工夫を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・保護者は 93.8％，地域住民は 100％の肯定 

的回答率であり，指標を上回った。 

【次年度の方針】 

・現在の広報活動が効果を発揮しているもの 

と思われるので，次年度も引き続き取り組

んでいく。 

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】 

①「学校は，家庭，地域，企業

等と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図っ

ている」 

⇒保護者肯定的回答 85％以上 

①地域協議会学校教育支援部会との 

連携を強化し，授業や行事での適 

切な支援を受けられるようにする。

・教務主任が地域協議会コーディ 

ネーターと連絡調整を図り，適 

切な指導ができるようにする。 

※体力テスト 

※ミシンボランティア 

 ・体育館使用に代わる施設の利用 

  を探り，教育活動が効果的に実 

  践できるようにする。 

  ※コミュニティーセンター 

Ｂ 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答率は 88.5％であり，指

標を上回った。なお，指標としては設定してい

ないが，地域住民の肯定的回答率は 100％，児

童は 92.9％であった。 

【次年度の方針】 

・現在の取り組みが，保護者，地域住民，児童 

から幅広く肯定的に受け止められているも

のと考えられるので，次年度も引き続き取

り組んでいく。 
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Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

①「学校は荷物や備品が整理整

頓されるなど学習にふさわ

しい環境である」 

⇒保護者肯定的回 85％以上 

①季節感や児童の成長・学習の成果

が見える掲示物を工夫したり，清

掃指導の充実や校内緑化の推進を

図ったりするなど，よりよい環境

づくりに努める。 

②日常的に英語に触れる環境を整え 

る。 

 ・英単語を児童の目の触れるとこ 

ろに掲示 

Ｂ 

【達成状況】 
・保護者の肯定的回答９０．５％と数値目標を
上回った。 

・児童会（児童）主体の季節感が見られる掲示
物が掲示されていて，よりよい環境づくり
に取り組むことができた。 

・教室や特別教室・資料室の環境整備や学習効
果や学習の成果が見られる掲示など，学校
全体で取り組んだ。しかし，英語に触れる環
境づくりについては，課題が見られる。 

【次年度の方針】 

・英語教育を含め，ICT 機器の活用方法につい

て，職員研修を充実し，使用できるようにし

ていく。 

 

Ａ10 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

【数値指標】 

①「小中一貫教育・地域学校園」

の取組を行っている。 

⇒保護者肯定的回答 80％以上 

①学校だよりやホームページ，校内 

掲示により幅広い広報活動を行 

い，小中一貫教育の取組の様子を 

伝えていく。 

・小中の交流活動を学年だよりに 

 載せ，保護者に広報する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・指標として設定した保護者の肯定的回答率 

は 93.3％であり，指標を達成するとともに， 

昨年度より 4.3 ポイント上昇した。 

【次年度の方針】 

・広報活動に力を入れた結果，地域学校園の取 

り組みが保護者に広く認知されたものと思

われる。次年度も引き続き取り組み状況の

周知に努めていく。 

Ａ11 多様な専門性を有する

学校スタッフの活用によ

り，教員の業務が縮減され

ている。 

【数値指標】 

① 多様な専門性を有するス

タッフの活用により教員

の業務が縮減されている。

⇒ 教 職 員 の 肯 定 的 回 答

70％以上 

① 教職員は，養護教諭・栄養士・司

書・かがやきルーム指導員・ＡＬ

Ｔ等，特別な専門性を有するス

タッフからの知識・情報の聴取

や連携に務める 

     
Ａ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率が 64.0％と，指標を 

下回るとともに，市平均回答率をも 10 ポイ

ント近く下回る結果となった。 

【次年度の方針】 

・Ａ12 では肯定的回答が高いことから，職務 

上の連絡調整や役割分担は円滑であると考

えられる。しかし「多様な専門性を有するス

タッフ」の職種や職務内容について，教職員

の認識が不足している面があるので，周知

を図っていく。 

Ａ12 教員は多様な専門性を

有する学校スタッフと円

滑なコミュニケーション

が図れている。 

【数値指標】 

① 教員は多様な専門性を

有するスタッフと円滑

なコミュニケーション

が図られている。 

  ⇒教職員の肯定的回答

70％以上 

① すべての教職員は，多様な専門

性を有するスタッフと日常的な

コミュニケーションを心がけ

る。特に，管理職や担当職員（当

該スタッフに関わる教科領域の

主任等）は，随時情報交換を行

い，連絡調整に努める。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率は 96.0％であり，指 

標を達成した。 

【次年度の方針】 

・Ａ11 の達成状況とは対照的な結果となった 

が，前問で分析した通り，情報交換や連絡調 

整は十分行われていると考えられる。次年 

度も引き続き密接なコミュニケーションに 

努めていく。 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

A13 児童は，進んであい

さつをしている。 

【数値指標】 

①「児童は，あいさつをし

ている」 

⇒児童肯定的回答 85％以上 

⇒保護者肯定的回答 75％以上  

①あいさつに対する意識向上を目指

す。 

・全学級で長期休業明けにあいさつ

に関するロールプレイングを実施す

る。 

Ａ 

【達成状況】 

・児童，教職員の肯定的回答は高いが，地域，

保護者の肯定的回答が低くなっている。 

【次年度の方針】 

・教職員から積極的に挨拶をする。 

・あいさつ運動にできるだけ多くの児童が関

われるようにする。 
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Ａ14 児童は，正しい言

葉づかいをしている。 

【数値指標】 

①「児童は，時と場に応じ

た言葉づかいをしてい

る」 

⇒児童の肯定的回答 80％以上 

⇒教職員肯定的回答 80％以上 

①時と場に応じた言葉づかいができ 

る。 

・授業中は「○○さん」と名前を呼

ぶよう指導する。 

・年度の初めにクラスで時と場に

応じた言葉づかいを指導する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童，教職員ともに目標指数を上回った。 

【次年度の方針】 

・時と場合に応じた言葉遣いの習慣化を図る。 

・言葉遣いの指導の充実。 

 

Ｂ1 集団生活の中で教師

や友達の話に耳を傾

け，気持ちを集中させ

ることができる。 

【数値指標】 

①「児童は，朝会や集会等，

教師や友達の話に耳を

傾け，しっかりと聞いて

いる」 

⇒児童の肯定的回答９０％以上 

①集団生活の中で話の聞き方の基本

の習得を図る。 

・全校集会や学年集会等の集まる

場面では，教室からの移動から

静かにする。 
Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答が 90％を超えている。 

・全体で集まる際のきまりについて，教職員全

体で共通理解を図った。 

【次年度の方針】 

・集団生活の中で，基本的な話の定着を図る。 

・集会時のきまりの徹底化。 

健

康

・

体

力 

Ａ15 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

①「児童は，休み時間や放

課後などに進んで運動

している」  

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

 

①休み時間に運動する機会を設ける 

ことで，運動する意識づけを図る。 

・月に 1 回程度，スポーツウィー 

クを設ける。 

②体育の授業に補助運動・補強運動

に取り組む時間を設けることで，

体力の向上を図る。 

・授業時に，サーキットトレーニン 

グに取り組ませる。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答が９１．７％となり，数値

指標を上回った。 

【次年度の方針】 

・より一層，運動への意識を高めるために，外

遊びの日を設けることで，運動する習慣を

身に付けられるようにしていく。 

 

Ａ16 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】 

① 「児童は，好き嫌いな

く給食(食事)を食べ

ている（嫌いなもので

も一口は食べている」 

⇒児童肯定的回答 85％以 

⇒保護者肯定的回答 80％以上 

①給食指導の時間の見直しをするこ

とを通し，児童の食への意欲を高

める。 

 ・給食についての情報交換をもと 

に，指導について共通理解を図 

る。（年度当初に周知・確認） 
Ｂ 

【達成状況】 

・児童・保護者の肯定的回答は，それぞれ９２．

０％，８２．２％と目標指標を上回った。 

【次年度の方針】 

・給食指導については，今年度同様，指導に関

する共通理解事項を確認し，円滑に進められ

るようにする。また，栄養士が必要に応じて学

級で指導に当たることで給食指導の充実を図

る。 

 

Ｂ2 学校は，児童の安全

な登下校の実施に取

り組んでいる 

【数値指標】 

①「学校は児童の安全な登

下校の実施に努めてい

る」 

⇒保護者肯定的回答 80％以上 

①巡回の方法を見直すことで，児童

が安全に登下校できるよう努め

る。 

・一斉下校時の巡回を徹底する。 

（当番表の作成） 
Ｂ 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答が８２．２％となり，数

値指標を上回った。 

【次年度の方針】 

・数値指標は上回ったものの，下校の仕方に関 

しては課題もあるため，来年度は，さらに安

全な登下校の実施に努めるために，機会を

とらえて児童に対する指導を行っていく。 
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学 

 

習 

 

等 

  

Ａ17 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

①「児童（生徒）は，授業

中に進んで話し合うな

ど，積極的に学習してい

る」 

⇒児童肯定的回答 85％以上 

①授業ではペアやグループ，一斉学

習などねらいに応じた適切な学習

形態での学び合いの場を設定す

る。 

②主体的・対話的な深い学びの具現

化を図る。 

 ・校内研修の充実 

Ｂ 

【達成状況】 
・児童の肯定的回答は９２．０％と数値目標を
上回った。 

・ねらいに応じた適切な学習形態での学び合
いの場を設定することで，児童も自信を持
って学習に取り組むようになっている。 

・「主体的・対話的で深い学び」ついて研究授
業や提案講座を計画的に実施し，校内研修
の充実を図った。 

【次年度の方針】 

・さらに焦点を絞った議論ができるような，校

内研修の具体的方策を提示する。 

Ａ18 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

①「児童は授業中に先生や

友達の話をよく聞くな

ど，落ち着いて学習して

いる」 

⇒児童肯定的回答 85％以上 

 

①年２回(6・10 月)学習強化月間を 

 設け，学習習慣定着への取り組み 

 を中心に「相手を見て最後までよ 

 く聞き考える」態度の育成を図る

②学習に関する情報交換をし，支援 

の必要な児童への個別対応を組織

的に取り組む。 

 ・情報交換の場の設定 

 ・レベルアップ教室・習熟度別少人

数指導・かがやき教室の活用と

充実 

Ａ 

【達成状況】 
・児童の肯定的回答は８４．４％で，数値目標
を若干下回った。 

・学習習慣の定着や「相手を見て最後までよく
聞き考える」態度など，達成状況に課題が見
られる。 

【次年度の方針】 

・各クラスの学習状況の把握をし，組織的に対

応していけるよう，レベルアップ教室，習熟度

別少人数指導，かがやき教室の担当職員と情

報交換をする時間を取るようにする。 

 

Ａ19 児童は，地域での

ボランティア活動や

行事に参加している。 

【数値指標】 

① 児童は地域でのボ

ランティア活動や

行事に参加してい

る。 

⇒児童の肯定的回答 

７0％以上 

⇒地域住民の肯定的回

答 70％以上 

 

① 地域の活動や行事について，児

童・保護者に対して，積極的に情

報提供する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 84.3％，地域住民は 

 71.4％であり，ともに指標を上回った。な 

お，保護者は指標として設定していないが， 

65.0％にとどまった。 

【次年度の方針】 

・児童と地域住民，保護者とで，「ボランティ

ア活動」を重視するか，「行事」を重視する

かで認識に差がある可能性がある。学校で

は引き続き地域と連携して情報の提供に努

めていく。 
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Ｂ３ 学校全体で読書活

動を積極的に推進し

ている 

【数値指標】 

①「児童は様々なジャンル 

 の本を楽しみながら読

んでいる」 

⇒児童肯定的回答 85％以上 

 

 

 

Ｂ４ 漢字や計算チャレ

ンジに積極的に取り組

んでいる 

【数値指標】 

①「児童は，漢字や計算チ

ャレンジに積極的に取

り組んでいる」 

⇒児童肯定的回答 80％以上 

 

①読書カードの活用や学年だより，

図書館だより等での呼びかけで，

家庭での読書を進めていく。 

② 図書室利用を増やすために多様

なジャンルの本にふれる機会を

つくったり，読解力の向上を図

ったりする。 

 ・５分間ドリルの活用 

 ・司書教諭の活用 

   読み聞かせ ブックトーク 

 

① チャレンジテストを活用して，

家庭学習の習慣化が図れるよう

方策を立て取り組む。 

 ・チャレンジテストに向けて自主

的に復習に取り組めようにす

る。 

 ・各担任が家庭学習の習慣化を図

るための手立てを講じ，情報交

換をしながら進めるようにす

る。 

 ・保護者に対しても，協力を得られ

るよう啓発していく。 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 

【達成状況】 
・児童の肯定的回答は９０．１％と指標を上回
った。 

・月・金曜の朝の貸し出しにより，読書に対す
る興味・関心の向上や読書量の増加など，成
果が見られた。しかし，昨年度より利用者が
減り，貸し出しの冊数においては個人差が
見られた。 

・読書まつりなどの図書のイベントにより，多
様なジャンルの本に触れる機会が増え，本
への興味・関心を高めることができた。 

・読書カードの活用は，取り組みに差が見られ
た。 

【次年度の方針】 
・朝の読書やクラス貸し出しの意義や価値に
ついて職員で共有し，読書指導や図書室利
用を推進していく。 

 
【達成状況】 
・児童の肯定的回答は８６．５％で数値目標を
上回った。 

・「家庭学習のすすめ」を学年に応じて分かり
やすい内容に変更し，児童・保護者に向けて
発信したことで，家庭学習の意識付けを図
ることができた。 

・チャレンジテストに向けて計画的学習する
ことができるように「がんばりカード」を活
用したことで，家庭学習の習慣化を図るこ
とができたとともに，目標をもって頑張る
ことができる児童も増えた。 

 
【次年度の方針】 
・学力の底上げを図るために，具体的な方策を
職員で共有する。 

 

 
〔総合的な評価〕 
【学校運営について】Ａ１・Ａ２・Ａ６・Ａ７・Ａ８・Ａ10・Ａ11・Ａ12・Ａ19 
  学校運営に関わる 10 項目については，１項目を除いて目標指標を達成した。Ａ11（専門性を有するスタッフの活用）に

ついては，指標を達成できなかったのみならず，市平均を 10 ポイント近く下回っている。専門性を有するスタッフの職種

や職務内容について教職員の理解が十分でない可能性があるので，情報共有の方法を工夫していく。 
【生活指導について】Ａ３・Ａ５・Ａ13・Ａ14・Ｂ１ 
  設定された５項目のうち，３項目で目標指標を達成した。Ａ５「いじめ防止の指導」については，取組みの充実を図ると

ともに，広報活動に力を入れた結果，保護者・地域住民ともに昨年度より大幅に肯定的回答率が上昇したものの，保護者の

目標指標の達成にはわずかに及ばなかった。児童の肯定率は高いことから，取組みを継続するとともに，引き続き保護者へ

の取組み内容の周知に努めていく。Ａ１３「あいさつ」については，校内ではよくできているが，校外であいさつができて

いない様子が見られる。保護者・地域とも連携して，日常生活に応用できるよう指導していく必要がある。 
【健康・安全指導について】Ａ15・Ａ16・Ｂ２ 
  健康・安全指導は，すべての項目で目標指標を達成した。とくにＡ16「栄養のバランスを考えた食事」の改善が著しい。 

ただし，Ａ15「運動する習慣」については，保護者の肯定的回答率が著しく低い。教職員・地域住民・児童生徒はともに高

く，市平均とも大きな乖離が見られないことから，学校での児童の様子について保護者への周知に力を入れる必要がある。 
【学習指導について】Ａ４・Ａ９・Ａ17・Ａ18・Ｂ３・Ｂ４ 
  ６項目のうち，５項目で目標指標を達成した。達成できなかったＡ18「学習への集中力」についても，わずかに指標に届

かなかった状況である。ただし，指標を達成しているＡ９「学習環境」・Ａ17「学習への意欲」も含め，児童の肯定的回答

率が３％以上低下している。教職員・保護者・地域住民の回答は，向上もしくは横ばいであることから，児童の自己評価が

厳しい傾向がある。教職員間の情報交換を強化し，指導すべきところはきめ細かく指導するとともに，児童への励ましや，

できたことへの賞賛にも心がけていく。 
 
６ 学校関係者評価 

アンケート結果及び総合的な評価を，平成 31 年 2 月 21 日に開催された御幸小学校地域協議会において説明し，以下の通り

の意見を得た。 
１「総合的な評価」及び今後の方向性については基本的に了解した。 

 ２ 保護者の評価が低い項目については，自宅での様子だけで評価しているのではないか。学校での児童の活動の様子につ
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いて，一層力をいれて広報してほしい。 
 ３ 児童の自己評価が前年度より低下した項目が多い。Ａ18「学習への集中力」のように，教職員の評価が高いにも関わら 
  ず児童の評価が低いものは原因の分析が必要である。 

４ Ａ５「いじめ防止の指導」に関する項目は，保護者の肯定的回答率が目標指標に達していない。さらなる高率を目指す

必要があるのではないか。 
５「肯定的回答率」として一括されているが，「そう思う」と「まあ思う」の比率が変化しているのではないか。今後は，

その比率の年度ごとの変化にも留意していく必要がある。 
６ 新規に設定された設問について肯定的回答率が目立って低いものがある。設問の意図が伝わっていない恐れがあるので

はないか。 
７ 学校評価とは直接の関係はないが，全国的に度々児童虐待事件が発生しているので，特に不登校傾向のある児童につい 

ては，学校としても関係機関とも連携し，安否確認等に配意してほしい。 
 
７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて） 

学校関係者評価の結果，各項目に関する次年度の取組と，総合的な評価の方向性については，基本的に了承されたため，学

校としては上記の方針に沿って次年度の教育活動に取り組んでいきたい。 
なお，学校関係者評価を参酌し以下の点を留意事項としたい。 
１ 保護者の肯定的回答が低い項目については，学校の教育活動や地域における児童の活動について，保護者への周知が浸

透していない側面がある。本年度も周知については力を入れた結果肯定的回答率が上昇した項目もあるので，来年度も工

夫を加えながら広報活動に取り組んでいきたい。 
２ 児童の肯定的回答率が低下している項目が過半数を超えているが，数値的にはわずかな低下である。学校としては，本

年度低下した事実に留意しつつ教育活動に取り組み，次年度以降の分析にあたっては，単年度の変化のみならず，複数年

度の変遷にも配意する必要がある。 
３ いじめ防止の重要性については言うまでもないが，学校関係者評価で指摘された保護者の評価が低い点については，Ａ

５の設問は，「いじめ防止の重要性の認識」についてではなく，「いじめ防止教育の取組状況の認知」である点に留意する

必要がある。したがって児童の肯定的回答率が高く，保護者のそれが低いのは，取組状況の問題というよりも周知方法の

問題と考えられる。いじめ防止の指導について手を緩めてはならないのは勿論であるが，１で記した通り，広報活動にも

注力していきたい。 
４ 今年度新設された質問項目については，経年比較が不可能であるため分析が困難であるが，特にＡ11 は市平均値と比

較しても肯定的回答率が低い。教職員との意思疎通を通じて問題点を探るとともに，必要に応じて設問の内容を丁寧に説

明する必要がある。 
５ 児童への指導に関しては，学校のみの取組では限界がある項目もあるので，広報活動を通じて児童の実態を保護者・地

域に周知し，連携を図っていく。 
 


